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学級活動 中－53／56

学級活動指導案

１ 題材名 「自分の将来をデザインしよう」（『中学生活と進路 2008年度版』）

進路の計画を立てる

～職場体験学習を通して，主体的な進路選択の意識を高める～

２ 題材設定の理由

本題材は学級活動内容（３）の（カ）を受けて設定したものである。生徒が，人の生き方や人生

の有り様について，その多様性を理解するとともに，自分の将来の生き方や生活について夢や希望

をもつことができ，それを実現するための進路計画を立て，主体的に進路を選択することができる

ような指導が求められている。また，職業に対する知識と勤労の意義について，計画的・系統的な

学習や体験活動などにより，発達段階に応じた望ましい勤労観・職業観が培われなければならない

時期である。

第２学年では，実際に職場に行き仕事を体験する。体験の事前事後の学習を含めた職場体験学習

では，自己理解を深め，職業の実像をつかみながら望ましい勤労観，職業観を身に付けたり，学ぶ

ことや働くことの意義の理解及び関連性を把握したりするなど，学校の進路指導上の多くの効果が

期待できる。事前に働くことの重要性や大切さを理解し，職業について調べて自分なりに職業に対

する考えをまとめて，職場体験学習を軸とした取り組みを行う。また，事後には，これまでの学習

を基に，主体的な進路選択に向けて何を知り，どのように考え，いかに行動すべきかなどについて

検討していく。

本学級の生徒は男女を問わずほとんどが明るく，指示には素直に応じる。作業などに対してもち

ゅうちょなく取り組み，年少者や高齢者との対応もいとわず，大勢で盛り上がることを好む生徒が

多い。しかし，指示待ちの姿勢で現在を過ごすことが多く，自ら独創的なアイディアを生かして行

動する意欲が乏しい。今の重要な関心事は部活動での活躍・テストでの好結果であり，将来につい

ての夢や希望をもちそれに向かって努力している生徒はごくわずかである。中には，ゲームを通じ

ての狭い交友関係だけで過ごし，学習やクラス全体の活動に消極的なため，卒業後の進路選択や生

活に不安を感じさせる生徒もいる。

また，情報収集の仕方に偏りがあり，情報の整理や，先を見通した価値判断を苦手としており，

その場しのぎの価値判断が多いように思われる。沈思黙考し，じっくりと順序立てて情報を整理し，

計画的に行動することを苦手としている生徒たちである。

本来，進路計画の立案は，多様な進路情報を理解した後，整理しながら生き方として表現してま

とめる進路学習の終末段階で取り組むものであった。しかし今回，職場体験の前後にそれぞれ進路

計画を立案させることによって，職場体験を軸とした一連の進路学習に，より深い目的意識と主体

性をもって取り組むことができると考える。そして進路計画の立案には自分の個性や適性の理解，

上級学校の情報，職業についての情報，日常の意欲的な生活や学習などが必要なことを理解させ，

自分の将来設計を見据えた進路学習に主体的に取り組ませたい。それとともに，あらゆる場面で情

報収集や価値判断，現在の自分たちの生活をよりよいものにしていく態度を養うために，本題材を

設定した。
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３ 本題材で重点を置いたキャリア諸能力

情報収集・探索能力 「生き方や進路に関する情報を、様々なメディアを通して調査・収集・整

理し活用する。」

・ 情報を交換して多くの情報を共有化する。

計画実行能力 「進路計画を立てる意義や方法を理解し、自分の目指すべき将来を暫定的

に計画する。」

・ 進路選択の手順と視点を知る。

・ 情報を活用しながら、自分に合った進路計画を立てる。

４ 題材の目標

・ 進路学習での情報をまとめさせ，進路計画を立案する上でのポイントを考えることができるよう

にする。

・進路への多様な考え方を知り，自分の進路計画を立てることができるようにする。

５ 評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

進路計画を立てるこ 進路計画を立てるた これまでの進路学習 進路計画を立てる

とで，具体的な進路選 めに，必要な情報や条 で得た情報を総合的に ときに必要なポイン

択に向けて意識が高ま 件は何かを考えること まとめ計画を立案する トは何かが分かる。

っている。 ができる。 ことができる。

６ 指導計画

題材名 活動内容 時配

こ 僕の・私の進路計画 ・ 今現在の進路計画を立てる。 帰り

れ の会

ま なぜ人は働くのだろう ・ 働くことや職業への興味・関心を高める。 １

で ・ 働くことの重要性や大切さを理解する。

の 「職業」について調べよう ・ 自分の職業への価値観を探る。 １

内 ・ 自分なりの職業に対する考えをまとめる。

容 適性を生かした進路を考えよう ・ 一人一人の適性とはどういうことか理解する。 １

・ 総合的に適性から進路について考える能力を養う。

題 自分の将来をデザインしよう ・ 情報をまとめ，進路計画の立案への方策をまとめる。 ２

材

７ 本時の学習（１／２）

(1) 目標

・ 進路計画を立てるために，必要な情報や条件は何かを考えることができるようにする。

（思考・判断）

・ 進路計画を立てるときに必要なポイントを理解させる。（知識・理解）
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(2) 展開

事 活動内容 指導上の留意点

前 ・総合的な学習の時間において，職場体験発表 ・まとめやすいようにワークシートを工夫し

の 会で知ったことや気付いたことをまとめる。 ておく。

活

動

学習活動 指導上の留意点 評価（方法）

【キャリア諸能力】

導 １ 職場体験発表会を振り返る。 ・ 職場体験発表会で気付いたこ

本 入 ２ 職場体験学習前に記入した とを発表する。

「僕の・私の進路計画」のプリ ・ 「僕の・私の進路計画」を振

時 1 ントを見直す。 り返り，ステップ３で何をポイ

0 テーマの確認 ントに計画を立てたか確認す

分 自分の将来をデザインしよう る。

３ 進路計画を立てる時のポイ ・ 今までの学習等を振り返らせ

展 ントを考える。 て各グループごとにポイントを

開 ① 自分の特色について 考えさせる。

個性，適性，性格，行動

学習得意，健康，運動能力

② 中学校卒業後の進路につ

2 いて ・ 短冊状の用紙に各グループか

5 （上級学校）進学する目的 らの意見を記入させ，黒板上に

分 学習内容，仕事との関連 分類していく。また，ポイント

③ 将来の希望職業について と考える理由をグループ代表に

希望職業，仕事の内容 発表させ，考えを深めていく。

必要な能力，条件

希望職業に就きたい理由

④ 全体的に考えて

進路計画の見直し

いろいろなアドバイス

４ 『中学生活と進路2008年版』 ・ 『中学生活と進路2008年版』 知 進路計画を立てる

ｐ.64の「進路計画を立てるポ ｐ.64の「進路計画を立てるポ ときに必要なポイン

イント」を見る。 イント」と比較させ，進路計画 トは何かが分かる。

に必要なポイントを把握させ （観察）

る。 【情報収集・探索能力】

ま ５ 自己チェックして，進路計 ・ 自分たちが考えたポイントを 思 進路計画を立てる

と 画を立てるために必要なポイ 含めたチェックシートをもと ために，必要なもの

め ントをまとめ，発表する。 に，自分が進路計画を立てるた は何かを考えている。

めに必要なポイントをまとめさ （ワークシート）
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1 せる。 【計画実行能力】

5 ６ 本時の授業の感想をまとめ ・ 初めに使用した「僕の・私の

分 る。 進路計画」と比較してどのよう

に考えが変化したかを感想に記

入させる。

事 活動内容 指導上の留意点

・ ワークシートを保護者に見てもらい，保護 ・ 生徒の次の活動への意欲を喚起するよう

後 者の意見やアドバイスを記入してもらう。 な感想や保護者からの意見を学級通信に載

せる。


